第６回　研究会　ワークショップ

■重要課題　まとめ

企業

· 雇用環境など企業への働きかけ

· 企業への働きかけ（研究会への参加要請（選定）、当事者の受け入れ、理解）

· 企業、社会の理解を進めるための仕組みづくり

· 企業・医療との連携

· 企業の研究会への参加

· 企業などへの働きかけ（理解と共存）

· 企業へのアプローチ（事業所への情報提供、事業所からアドバイスを受ける）

· 企業参加へのアプローチ

· 企業をまきこむためのアプローチ検討

· 企業への売り込み、企業のための受け入れ研修、助成金

広報

· 取り組みについて広報する（どこに行けばどのような支援が受けられるかを宣伝。ホームページ、折り込みチラシ、広報誌など）

· 企業、一般、県民への啓発（講演会、パンフの配布、広報）

· 毎週？　毎月？　定期的に情報発信（場、体験談、いろいろ）（フリーペーパーなどで）常に情報を届ける

· 一般へ向けてのPR

· 当事者　イベント→外へ出るための

· 社会全体への働きかけ、情報発信（講演会の開催など）

· 保護者への啓発活動（家庭教育、子どものほめ方・しかり方）

· 当事者への情報提供、ＰＲ等

· ガイドブックの活用

· 啓発（企業、経済団体へのアピール、啓発）

· ガイドブック作成　悩みと相談機関をつなげる

· 社会への情報発信のしくみ　運動家にする方法

· 広報（研究会の存在意義・活動内容をアピール、ホームページ作成等）

· 研究会の周知徹底（参加していない他団体とのつながり、参加要請・希望にどう対応するか）

· 就労支援研究会の広報・周知→入口機関（保健・福祉）との連携

相談・支援

· 学生、在職者に対する相談、支援

· 相談窓口の設置　市町単位で

· 親の会、当事者会へのサポート（ガイドブック、場の提供）

· 県内様々な地域に窓口がある（参画団体を広げる）

· ニートとしての支援の理解（当事者として、保護者として）

· １つのゴールである就労支援へ向けての検討

· 支援の出口を決める（ゴールのイメージ）

· 自分を知るということ（助けてください、教えてくださいが言える人になる）

人材育成

· 相談窓口の支援員または相談員への教育（単なる紹介者ではない、責任ある支援者として）

· 支援（援助）の指導者（支援者）の育成

· サポーターの養成

· 人材の育成　支援者として

· 支援者の育成、確保

· パートナー、ジョブコーチ、支援者の育成

· プロ・ケアマネ制度

· 「ちょっと背中を押してくれる存在」を研究会ネットワークでの検討

· 自立、就労支援の受入機関（企業）の育成（NPOなど）

· 一時的な就労から、適材適所のような人員配置の発見

居場所

· 居場所づくり　ボランティアさんなどと協力

· 顔の知る関係（親の会、当事者会、同じ立場の人々との交流）

· 若者自身のネットワークづくりがしやすい仕掛け

· 居場所づくり（何かしないといけないという場ではない）

· 就労に至る前の社会参画機会の提供（金銭を稼ぐ喜びを感じる機会）

調査

· 現状把握（調査・分析、結果の共有）

· 定点調査

· 継続的情報収集

· 就労するうえで欠けているものは何かに焦点を絞る

ネットワーク

· 支援機関をそなえたネットワークづくり

· 支援ネットワークの組織化　事務局の設置、スタッフの配置

· ネットワーク（実際にクライエントのやりとり）

· 専門機関によるネットワークを活用して、支援を行なった事例の整理

· 医療機関とのネットワークづくり

· 教育機関との連携　無業者を発生させない

· ニートの各段階に関わる各部会をつくる

· 洗い出された欠落部分を補足する　システムの構築

· 市町、企業、団体の協力（予算、施設の提供、雇用の場など）

プラン

· 見守りプラン（追跡調査）　就職したその後のケア

· 三重独自のサポートプランづくり

· 立ち直りの教育プログラムづくり

· とりあえず雇用のモデルづくり

· 実施機関（アウトリーチなど）（ノウハウ）づくり

その他

· 国の支援策　カネ（財源確保）

